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　平成　年　月議会は、　月　日から　日までの会

2412

1210
14

期で開催されました。

　今回の議会では、一般質問を　人が行い、柴田町議

12

会基本条例の制定や補正予算、柴田町職員の給与の

一部改正などを審議し、原案のとおり可決しました。

　特に　日、（仮称）さくら連絡橋の建設の是非を問う

13
住民投票を求める直接請求が議題となり、住民投票

をすべきかすべきでないか、長時間の議論が交わさ

れました。

質質質質質質質質質質質 疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑  
槻
木
地
区
は
幹
線
道

路
整
備
や
冠
水
問
題
な
ど
基

盤
整
備
が
進
ん
で
い
な
い
。

橋
建
設
よ
り
も
先
に
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

答答答答答答答答答答答 弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁  
槻
木
地
区
の
幹
線
道

路
、
狭
あ
い
道
路
な
ど
着
手

で
き
る
よ
う
、
同
時
並
行
で

進
め
て
い
き
た
い
。

質質質質質質質質質質質 疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑  
観
光
事
業
よ
り
も
他

の
事
業
に
も
っ
と
力
を
入
れ

る
べ
き
で
は
。

答答答答答答答答答答答 弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁  
平
成　

年
度
に
一
番

24

力
を
入
れ
た
の
は
福
祉
関
連

事
業
。
次
に
教
育
環
境
整
備

や
水
害
対
策
で
あ
る
。

質質質質質質質質質質質 疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑  
（
仮
称
）
さ
く
ら
連

絡
橋
建
設
事
業
だ
け
を
中
止

し
た
場
合
、
交
付
金
の
返
還

は
ど
う
な
る
の
か
。

答答答答答答答答答答答 弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁  
一
つ
の
事
業
だ
け
取

り
や
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

セ
ッ
ト
事
業
な
の
で
、
交
付

金
は
全
て
返
還
す
る
し
か
な

い
。 橋

よ
り
先
に
す
る

問
題
が
あ
る

他
の
事
業
に
こ
そ
力
を

橋
単
独
事
業
で
は
な
い

●（仮称）さくら連絡橋建設は、住民が望んでいるとは思えない。
●住民は、（仮称）さくら連絡橋の建設計画について、ほとんど知らない。
●住民の意識と町、議会の決定には隔たりがある。
●（仮称）さくら連絡橋で、生活は豊かになるのか。
●まちづくり基本条例が活かされていない。
●財政をみると、財政調整基金残高が減っており、財政が厳しいのではないか。
●東日本大震災の復旧・復興の途上で取り組むべきではない。
●一目千本桜は、柴田町だけの財産ではないので、伐採すべきではない。

　以上の理由から、住民投票を求める。

柴田 民雄 氏

秋本 好則 氏
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※
（
仮
称
）
さ
く
ら
連
絡
橋

の
事
業
は
ま
ち
づ
く
り
事

業
と
セ
ッ
ト
で
（
船
岡
城

址
公
園
の
整
備
、
新
栄
4

号
公
園
整
備
な
ど
）
交
付

金
を
受
け
て
い
る
。

質質質質質質質質質質質 疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑  
チ
ラ
シ
や
Ｈ
Ｐ
な
ど

誤
っ
た
情
報
が
流
さ
れ
て
い

た
の
で
は
。

答答答答答答答答答答答 弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁  
誤
っ
た
情
報
や
内
容

に
対
し
て
は
、
町
長
名
で
正

式
に
文
書
で
回
答
し
た
。
住

民
懇
談
会
や
広
報
紙
な
ど
で
、

正
し
い
情
報
を
町
民
に
発
信

し
て
い
る
。

質質質質質質質質質質質 疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑  
一
部
で
、
町
民
の
意

見
を
聞
か
ず
に
町
長
と
議
会

が
勝
手
に
事
業
を
決
め
た
と

い
う
声
が
あ
る
が
、
議
会
の

議
決
権
を
ど
う
考
え
る
か
。

答答答答答答答答答答答 弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁  
議
会
で
関
連
す
る
議

案
を
7
回
議
論
し
、
そ
の
都

度
、
民
主
的
に
議
決
を
し
て

町
の
事
業
と
し
て
決
定
し
た
。

　

勝
手
に
進
め
た
と
い
う
事

実
は
な
い
。

さ
ら
な
る
情
報
発
信

に
努
め
る

議
会
の
議
決
は
重
い

●有権者の16パーセント、5,040人から、事業推進の意思表示があった。
●従来にも増した情報の提供と、町民の声の反映に努めた。
●議会の議決手続に瑕疵はなく、法律上の効力が発生し、事実関係が積み重ねられている。
●（仮称）さくら連絡橋建設は、町の成長・発展に有効な計画である。
●住民投票に委ねるほどの、重大案件とは受け止めていない町民が多かった。
●年々公債費（借金の返済）がゆるやかに減少しているので、財政に支障はない。
●村井知事は観光を宮城県の復興の大きな柱としている。
●桜の木は1本程度の伐採となるが、若木に更新する。

　以上の理由から、住民投票は必要なしと考える。

滝口　 茂  町長
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　（仮称）さくら連絡橋建設については賛否両論があ

り、白熱した質疑・討論が交わされました。一つの議

題で5時間に及んだのは、三町合併問題以来のこと

です。
　活発な議論が交わされ、討論では、過去最多の賛

成議員4名、反対議員8名が行い、同僚議員の賛同

を求めました。

　採決の結果、賛成した議員は6名、反対した議員

は　名となり、反対多数で否決となりました。

10

舟山　彰 議員 

　

今
回
、
橋
の
建
設
問
題
が

大
き
く
な
っ
た
の
は
、
町
民

の
意
見
を
よ
く
聞
か
な
い
で

ス
タ
ー
ト
し
た
か
ら
で
あ
ろ

う
。

　

住
民
投
票
を
行
う
こ
と
は

ま
ず
広
く
町
民
か
ら
意
見
を

聞
く
こ
と
に
な
る
。
住
民
投

票
条
例
案
に
賛
成
す
る
。

町
民
の
意
見
を

聞
く
こ
と

星　吉郎 議員 

　

槻
木
地
域
で
は
、
北
部
地

区
の
狭
あ
い
道
路
、
さ
ら
に

各
地
域
の
冠
水
対
策
等
の
イ

ン
フ
ラ
整
備
に
地
域
格
差
が

出
て
き
て
い
る
。（
仮
称
）さ

く
ら
連
絡
橋
建
設
よ
り
、
町

民
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、
有

意
義
な
金
の
使
い
方
を
考
え

て
い
く
べ
き
。

有
意
義
な
お
金
の

使
い
方
を

広沢　真 議員 

　

住
民
投
票
を
め
ぐ
っ
て
賛

否
両
論
で
の
署
名
運
動
が
行

わ
れ
、
賛
成
署
名
8
㌫
、
反

対
署
名
が　

㌫
、
あ
わ
せ
て

16

　

㌫
。
有
権
者
の
4
分
の
1

24が
意
思
を
表
明
し
た
。
残
り

の
4
分
の
3
の
有
権
者
に
も

住
民
投
票
で
意
思
表
示
の
機

会
を
提
供
す
る
べ
き
だ
。

意
思
表
示
の

機
会
を

白内恵美子 議員 

　

住
民
投
票
の
実
施
に
当
た

り
、
今
ま
で
無
関
心
だ
っ
た

方
に
も
情
報
を
提
供
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
将
来
の
柴
田

町
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
な
ら
、
と
て
も
素
晴

ら
し
い
こ
と
だ
。
多
く
の
皆

さ
ん
に
是
非
意
思
を
表
明
し

て
頂
き
た
い
。

町
の
将
来
を

考
え
る

樅の木と土手を結ぶ橋がかかります
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森　淑子 議員 

　

大
震
災
に
よ
り
、
人
も
経

済
も
沈
ん
で
い
る
と
き
だ
か

ら
こ
そ
痛
手
の
少
な
か
っ
た

町
か
ら
活
性
化
を
図
る
べ
き
。

町
民
の
意
志
を
問
う
手
段
と

し
て
有
効
な
住
民
投
票
も
乱

発
さ
れ
れ
ば
停
滞
を
招
く
。

　

テ
ス
ト
ケ
ー
ス
と
し
て
の

住
民
投
票
に
は
反
対
す
る
。

テ
ス
ト
ケ
ー
ス

で
は
だ
め平間奈緒美 議員 

　

正
し
い
情
報
と
正
し
い
理

解
、
こ
の
ど
ち
ら
が
欠
け
て

も
よ
い
結
果
は
望
め
な
い
。

誤
っ
た
情
報
提
供
発
信
方
法

で
住
民
判
断
に
影
響
が
あ
っ

た
こ
と
は
残
念
。
こ
の
案
件

は
住
民
投
票
に
委
ね
る
ま
で

と
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
も

含
め
て
反
対
す
る
。

正
し
い

情
報
提
供
を

佐々木　守 議員 

　
（
仮
称
）さ
く
ら
連
絡
橋
を

観
光
事
業
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
柴
田
町
が
計
画
し
、
国
よ

り
認
可
を
受
け
た
も
の
で
あ

る
。
建
設
を
中
止
す
る
こ
と

は
、
国
・
県
に
対
す
る
信
頼

関
係
も
損
な
わ
れ
、
将
来
の

町
の
行
政
運
営
に
非
常
に
障

害
と
な
る
と
考
え
る
。

信
頼
関
係
を

損
な
う水戸　義裕 議員 

　
事
実
と
違
う
情
報
が
伝
え

ら
れ
、
住
民
投
票
を
す
る
た
め

の
情
報
が
正
し
く
伝
わ
っ
て

い
な
い
。
正
し
い
情
報
に
よ

る
議
論
と
意
見
を
交
し
合
い
、

そ
の
結
果
の
住
民
投
票
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
方
的

な
批
判
だ
け
を
し
た
主
張
は

全
く
理
解
で
き
ず
反
対
だ
。

一
方
的
な

批
判
に
Ｎ
Ｏ

佐々木裕子 議員 

　
（
仮
称
）さ
く
ら
連
絡
橋
建

設
で
、
観
光
客
の
流
れ
を
変

え
交
流
人
口
を
増
や
し
、
地

域
経
済
が
活
発
に
。
橋
建
設

は
、
観
光
客
の
安
全
重
視
か

ら
み
て
も
必
要
不
可
欠
と
考

え
る
。
今
回
の
署
名
活
動
は
、

橋
建
設
反
対
を
訴
え
て
の
署

名
収
集
が
明
白
で
あ
る
。

観
光
客
の

安
全
重
視佐久間光洋 議員 

　

情
報
共
有
に
欠
か
せ
な
い

条
件
は
、
正
し
い
情
報
の
公

開
だ
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
チ

ラ
シ
で
の
誤
っ
た
情
報
発
信

は
、
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例

の
精
神
に
反
す
る
も
の
。
今

回
の
活
動
は
、
ま
ち
づ
く
り

基
本
条
例
の
理
念
と
合
致
し

て
い
る
と
は
思
え
な
い
。

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
の

精
神
に
反
す
る

髙橋たい子 議員 

　

住
民
投
票
請
求
の
実
態
は
、

（
仮
称
）さ
く
ら
連
絡
橋
建
設

を
中
止
さ
せ
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。
議
会
で
決
議

し
、
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
事
業

を
中
止
す
れ
ば
将
来
柴
田
町

が
行
う
新
規
事
業
に
対
し
、
国

や
県
か
ら
の
信
頼
を
失
い
補

助
金
交
付
に
影
響
し
て
く
る
。

国
・
県
か
ら
の

信
頼
を
失
う

大坂　三男 議員 

　
「
さ
く
ら
連
絡
橋
を
考
え

る
会
」は
事
実
と
違
う
情
報

を
大
量
に
発
信
し
、
ネ
ガ
テ

ィ
ブ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
繰
り

広
げ
た
。
行
政
と
議
会
を
貶

め
よ
う
と
す
る
意
図
も
感
じ

る
。
住
民
に
誤
解
を
生
じ
さ

せ
な
が
ら
進
め
ら
れ
た
住
民

投
票
請
求
は
認
め
ら
れ
な
い
。

住
民
に
誤
解
を

生
じ
さ
せ
た
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広沢　真 議員

　

人
事
院
は
す
で
に
、
実

態
と
し
て
、
法
に
よ
っ
て

制
限
を
受
け
て
い
る
公
務

員
の
労
働
基
本
権
の
代
償

機
関
と
し
て
の
機
能
を

失
っ
て
い
る
。

　

７
級
制
に
は
賛
成
だ
が
、

現
状
で
７
級
の
職
員
の
給

与
減
額
の
必
要
性
は
考
え

ら
れ
な
い
。
町
の
独
自
性

を
発
揮
す
べ
き
だ
。

質質質質質質質質質質質 疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑  
6
級
制
か
ら
7
級

制
に
移
り
、　

㌫
削
減
す

1.5

る
と
ど
れ
く
ら
い
の
額
に

な
る
の
か
。

答答答答答答答答答答答 弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁  
一
人
当
た
り
6
千

円
が
プ
ラ
ス
と
な
る
。

質質質質質質質質質質質 疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑  
年
月
を
経
て
人
事

院
勧
告
に
従
う
こ
と
は
、

柴
田
町
の
職
員
給
与
が
民

間
よ
り
高
い
と
考
え
て
い

る
の
か
。

答答答答答答答答答答答 弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁  
勧
告
の
内
容
に
基

づ
い
て
、
柴
田
町
も
受
け

る
と
い
う
形
で
、
民
間
と

比
較
対
象
は
し
て
い
な
い
。

　議会基本条例策定に向けて、柴田町議会では平

成　年　月に、議会基本条例素案策定部会を立ち

2312
上げてこれまでに　回の協議を重ねてきました。

16

　議会だより　号の記事掲載以降、パブリックコ

137

メントや議会懇談会で町民の皆さんからご意見や

ご提案をいただきました。

　皆さんからの意見も検討させていただき、その

後も協議を重ね、また町執行部の意見も聞いたう

えで議会に上程、全会一致で可決しました。

前文
第１章　総則（第１条）
第２章　議会及び議員の活動原則（第２条・第３条）
第３章　議会運営（第４条―第７条）
第４章　委員会活動（第８条）
第５章　町民と議会との関係（第９条―第１２条）
第６章　議会と町長等との関係（第１３条―第１７条）
第７章　政務活動費（第１８条）
第８章　議会及び議会事務局等の体制整備
　　　　　　　　　　　　　　　（第１９条―第２１条）
第９章　議員の政治倫理及び待遇（第２２条―第２５条）
第１０章　最高規範性及び見直し手続
　　　　　　　　　　　　　　　（第２６条・第２７条）
附則

寄せていただいた
パブリックコメント

毅
議
員
の
「
評
価
」
に
つ

い
て
入
れ
る
べ
き
で
は

毅
議
会
事
務
局
職
員
を
議

会
独
自
で
任
用
で
き
な

い
か

毅
災
害
時
の
議
会
の
動
き

を
明
文
化
す
べ
き
で
は

な
い
か

検討は平成23年12月からスタート

質質質質質質質質質質質 疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑  
6
級
制
で
は
職
員
に

よ
っ
て
は
、
格
差
や
そ
ぐ
わ

な
い
部
分
が
あ
る
か
ら
、
7

級
制
に
す
る
の
か
。

答答答答答答答答答答答 弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁  
6
級
制
か
ら
7
級
制

に
変
わ
る
こ
と
で
、 
逆

    

転
現

注

象
が
解
消
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

今
回
勧
告
を
導
入
す
る
と
い

う
考
え
で
あ
る
。

（
注
：
6
級
制
の
ま
ま　

歳
以
上

56

の
課
長
の
給
与
を　

㌫
削
減
す

1.5

る
と
、
課
長
よ
り
も
課
長
補
佐
の

給
料
が
例
外
的
に
高
く
な
る

ケ
ー
ス
が
あ
る
。）

　今回、職員の給料を周辺の自治体に合わせ、

行政職給料表を6級制から7級制に改正するも

のです。また、平成　年の人事院勧告に基づき、

22

　歳以上で課長職にある職員給料を　㌫削減す

56

1.5

るものです。

＝7級制に改正する理由＝
　①数年間昇給のない課長がいる。
　②課長よりも課長補佐の給料が高くなるという逆転現
　　象が起きるのを防ぐ。
　③職員の勤労意欲、士気の低下が解消される。
　※改正に伴う７級への移行者は11人で、１年間に300万円の経費が必要となる。
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出　　　欠　　　状　　　況出
席
者
数（
人
）

月日主　な　内　容区　　　分
我
妻　

弘
国

白
内
恵
美
子

大
沼　

惇
義

加
藤　

克
明

星　
　

吉
郎

舟
山　
　

彰

大
坂　

三
男

森　
　

淑
子

水
戸　

義
裕

有
賀　

光
子

広
沢　
　

真

佐
々
木　

守

安
部　

俊
三

高
橋
た
い
子

佐
久
間
光
洋

佐
々
木
裕
子

平
間
奈
緒
美

○○○○○○○○○○○○○○○○○1710.16条例改正・契約案件・財産取得・補正予算本会議（平成24年）第3回臨時会

○○○○○○○○○○○○○○○○○1712.10町政報告、一般質問

本会議（平成24年）
　　第4回定例会

○○○○○○○○○○○○○○○○○1712.11一般質問

○○○○○○○○○○○○○○○○○1712.12一般質問、人事案件

○○○○○○○○○○○○○○○○○1712.13条例（直接請求関係）

早○○○○○○○○○○○○○○○○1712.14条例、補正予算、意見書案等

表　　決　　状　　況
議
決
結
果

賛　
　

成（
人
）

表
決
者
数（
人
）

議
決
月
日

件　　　　　名区
分

我
妻　

弘
国

白
内
恵
美
子

大
沼　

惇
義

加
藤　

克
明

星　
　

吉
郎

舟
山　
　

彰

大
坂　

三
男

森　
　

淑
子

水
戸　

義
裕

有
賀　

光
子

広
沢　
　

真

佐
々
木　

守

安
部　

俊
三

高
橋
た
い
子

佐
久
間
光
洋

佐
々
木
裕
子

平
間
奈
緒
美

議○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決161610.16平成23年度槻木中学校校舎改築工事（2期工事）（電気設備工事）（債務負担行為）請負変更
契約について（

平
成　
年
）
第
3
回
臨
時
会

24 議○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決161610.16平成22年度二本杉町営住宅建替事業北船岡町営住宅2号棟新築工事（建築工事）（債務負担行
為）請負変更契約について

議○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決161610.16平成24年度船迫小学校大規模改造工事（債務負担行為）請負契約について

議○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決161610.16財産の取得について（防災公園・総合体育館整備用地）

議○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決161610.16財産の取得について（槻木中学校備品）

議○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決161610.16柴田町体育施設条例の一部を改正する条例

議○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決161610.16平成24年度柴田町一般会計補正予算

議○○○○○○○○○○○○○○○○適　　任161612.12人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

（
平
成　
年
）
第
4
回
定
例
会

24

議○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決161612.13柴田町議会基本条例

議○○否○○否否否○○否否否否否否否　　決61612.13仮称さくら連絡橋の建設の是非を問う柴田町住民投票条例

議○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決161612.14専決処分の承認を求めることについて（平成24年度柴田町一般会計補正予算）

議○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決161612.14仙南地域広域行政事務組合規約の変更について

議○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決161612.14町道路線の認定について

議○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決161612.14柴田町一般職の任期付職員の採用等に関する条例

議否○○○○○○○○否○○○○○○原案可決141612.14柴田町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

議○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決161612.14柴田町暴力団排除条例の一部を改正する条例

議○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決161612.14特別職の非常勤職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例

議○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決161612.14柴田町水道布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道技術管理者の資格基準を定め
る条例

議○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決161612.14柴田町下水道条例の一部を改正する条例

議○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決161612.14平成24年度柴田町民体育館解体工事請負契約について

－議○○○○○○○○○○○○○○○原案可決151512.14平成24年度柴田町一般会計補正予算

－議○○○○○○○○○○○○○○○原案可決151512.14平成24年度柴田町国民健康保険事業特別会計補正予算

－議○○○○○○○○○○○○○○○原案可決151512.14平成24年度柴田町公共下水道事業特別会計補正予算

－議○○○○○○○○○○○○○○○原案可決151512.14平成24年度柴田町介護保険特別会計補正予算

－議○○○○○○○○○○○○○○○原案可決151512.14平成24年度柴田町後期高齢者医療特別会計補正予算

－議○○○○○○○○○○○○○○○原案可決151512.14平成24年度柴田町水道事業会計補正予算

－議○○○○○○○○○○○○○○○原案可決151512.14生活再建に至らない東日本大震災被災者に対する医療費一部負担免除を2013年4月以降も継
続を求める意見書

－議○○○○○○○○○○○○○○○原案可決151512.14県の乳幼児医療費助成制度の拡充を求める意見書

－議○○○○○○○○○○○○○○○原案可決151512.14生活再建に至らない東日本大震災被災者に対する介護保険料と利用者負担の減免措置に対す
る財政支援の延長及び食費・居住費の減免措置に対する財政支援を求める意見書

●本会議出欠状況 ※「○」は出席、「欠」は欠席、「早」は早退、「遅」は遅参を表す。

●議案等審議結果 ※「○」は賛成、「否」は賛成しないことを表す。
※「議」は表決時に議長のため、また「－」は表決時に議場にいないため表決に参加していないことを表す。

12月 補 正 予 算本会議出欠状況・議案等審議結果
　

一
般
会
計
補
正
予
算
は
、

障
害
者
自
立
支
援
事
業
、
児

童
福
祉
総
務
管
理
費
、
一
般

町
道
維
持
管
理
費
、
災
害
復

旧
費
な
ど
、
2
億　

万
円
の

779

増
額
補
正
と
な
り
、
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

質質質質質質質質質質質 疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑  
幼
稚
園
就
園
奨
励
費

補
助　

万
円
は
、
何
人
が
対

152

象
と
な
る
の
か
。

答答答答答答答答答答答 弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁  
確
定
額
と
し
て　

人
265

の
申
請
が
あ
り
、
金
額
が
2

千　

万
円
で
、
不
足
額　

万

775

152

円
を
補
正
し
た
。

質質質質質質質質質質質 疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑  
土
木
災
害
復
旧
費
で
3

千　

万
円
の
増
額
の
内
容
は
。

420
答答答答答答答答答答答 弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁  
9
月
補
正
で
道
路
5

カ
所
、
河
川　

カ
所
、
計　

19

24

カ
所
で
、
こ
の
う
ち
の　

件
13

を
起
債
申
請
す
る
。
残
り
は

単
独
費
で
復
旧
し
て
い
き
た

3
件
と
も
全
会
一
致
で
可
決

○
生
活
再
建
に
至
ら
な
い
東
日

本
大
震
災
被
災
者
に
対
す
る

医
療
費
一
部
負
担
金
免
除
を

2
0
1
3
年
4
月
以
降
も
継

続
を
求
め
る
意
見
書

　
　
提
出
者　
広
沢　
真

　
　
賛
成
者　
加
藤
克
明

　
　
賛
成
者　
星　
吉
郎

　
　
賛
成
者　
水
戸
義
裕

○
県
の
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制

度
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

　
　
提
出
者　
大
坂
三
男

　
　
賛
成
者　
加
藤
克
明

　
　
賛
成
者　
星　
吉
郎

　
　
賛
成
者　
水
戸
義
裕

　
　
賛
成
者　
広
沢　
真

○
生
活
再
建
に
至
ら
な
い
東
日

本
大
震
災
被
災
者
に
対
す
る

介
護
保
険
料
と
利
用
者
負
担

の
減
免
措
置
に
対
す
る
財
政

支
援
の
延
長
及
び
食
費
・
居

住
費
の
減
免
措
置
に
対
す
る

財
政
支
援
を
求
め
る
意
見
書

　
　
提
出
者　
水
戸
義
裕

　
　
賛
成
者　
加
藤
克
明

　
　
賛
成
者　
星　
吉
郎

　
　
賛
成
者　
広
沢　
真

幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助
は

い
。　

月
に
測
量
を
行
っ
た

10

結
果
、
増
額
が
必
要
と
な
っ

た
。
こ
れ
か
ら
工
事
の
発
注

を
予
定
し
て
い
る
。

災
害
復
旧
状
況
は



●8

歩行者の安全を考えて

舟山　彰 議員
新栄通線に信号機の設置を交通状況等を検証しながら警察へ要望していく 　

議
会
で
は
平
成　

年
7
月
、

24

町
内
6
カ
所
で
議
会
懇
談
会

を
開
催
し
、
様
々
な
意
見
や

要
望
が
出
さ
れ
た
。
そ
の
報

告
書
も
作
成
さ
れ
、
町
の
回

答
も
示
さ
れ
た
。

 
 
「
仙
台
大
学
前
の
新
栄

通
線
の
交
差
点
に
な
ぜ
信
号

機
を
つ
け
な
い
の
か
」
と
い

う
意
見
が
あ
っ
た
。
町
の
回

答
は
「
警
察
が
交
通
規
制
対

策
を
実
施
す
る
こ
と
で
代
替

が
可
能
と
判
断
し
て
い
る
」

で
あ
っ
た
。「
事
故
が
起
き

て
か
ら
で
は
遅
す
ぎ
る
。
既

設
の
信
号
に
近
す
ぎ
る
か
ら

作
ら
な
い
と
い
う
の
は
お
か

し
い
」
と
い
う
地
元
住
民
や

ド
ラ
イ
バ
ー
の
意
見
も
あ
り
、

再
度
警
察
と
交
渉
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

 
 
道
路
利
用
者
の
安
全
確

保
を
さ
ら
に
充
実
す
る
た
め
、

交
通
状
況
等
を
検
証
し
な
が

ら
、
警
察
へ
要
望
す
る
。

 
 
「
側
溝
の
ふ
た
が
な
い

危
険
な
場
所
が
あ
る
。
対
策

を
し
て
ほ
し
い
」
と
の
要
望

に
対
し
「
年
次
計
画
で
改
修

工
事
を
実
施
す
る
。
特
に
危

険
な
箇
所
に
つ
い
て
は
、
現

場
確
認
の
う
え
対
応
す
る
」

と
の
回
答
で
あ
っ
た
。
町
担

当
課
は
、
特
に
危
険
な
箇
所

に
つ
い
て
は
既
に
リ
ス
ト

ア
ッ
プ
し
て
い
る
の
か
。

 
 
町
内
に
は
、
土
手
内
、

北
船
岡
、
新
生
町
、
若
葉
町
、

槻
木
地
区
等
で
ふ
た
の
か

か
っ
て
い
な
い
側
溝
が
存
在

し
て
い
る
。
最
近
住
宅
が
張

り
付
い
た
地
区
で
も
、
整
備

さ
れ
て
い
な
い
場
所
も
あ
る

の
で
、
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
は
困

難
と
考
え
て
い
る
。
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元気に育ってね

大坂三男 議員
乳児のいる家庭に「おむつ券」の配布を子育て支援策として前向きに検討する

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

神山前町営住宅

平間奈緒美 議員
住みやすい町営住宅の提供を入居者の安全確保が第一

　

最
近
、
少
子
化
対
策
や
子

育
て
支
援
の
観
点
か
ら
、
乳

児
の
い
る
家
庭
の
経
済
的
負

担
を
少
し
で
も
軽
減
す
る
た

め
に
、
自
治
体
で
お
む
つ
代

の
助
成
を
行
う
と
こ
ろ
が
増

え
て
い
る
。

　

蔵
王
町
で
は
『
乳
児
す
こ

や
か
お
む
つ
券
配
布
事
業
』

と
し
て
月
額
4
千
円
分
の

『
お
む
つ
券
』を
1
年
分
配
布

し
て
い
る
。
ま
た
茨
城
県
常

陸
太
田
市
で
は
、
乳
児
を
養

育
す
る
保
護
者
に
対
し
て
、

乳
児
一
人
に
つ
き
2
万
円
を

1
歳
の
誕
生
日
ま
で
支
給
す

る
と
し
て
い
る
。

 
 
本
町
で
も
少
子
化
対
策

の
一
環
と
し
て
、
乳
児
の
保

護
者
に
対
し
て『
お
む
つ
券
』

の
配
布
を
早
急
に
実
施
す
る

こ
と
を
提
案
す
る
が
い
か
が

か
。

 
 
子
育
て
家
庭
の
経
済
的

負
担
の
軽
減
策
と
し
て
、
ま

た
、
少
子
化
対
策
、
さ
ら
に

仙
南
地
域
で
の
子
育
て
支
援

先
進
地
を
め
ざ
す
意
味
か
ら

も
、
乳
児
の
お
む
つ
費
用
の

助
成
を
今
後
の
課
題
と
し
て

前
向
き
に
検
討
し
て
い
く
。

 
 
本
町
で
実
施
す
る
場
合
、

町
負
担
は
ど
の
程
度
に
な
る

の
か
。

 
 
蔵
王
町
を
モ
デ
ル
に
す

る
と
、
柴
田
町
の
場
合
は
平

成　

年
度
の
出
生
数
が　

人

23

297

な
の
で
1
千　

万
円
に
な
る
。

425

 
 
お
む
つ
費
用
の
助
成
は

現
金
で
は
な
く
、
現
物
で

『
お
む
つ
券
』
を
支
給
し
、
使

用
は
町
内
の
販
売
店
に
限
定

す
べ
き
と
思
う
が
。

 
 
町
内
で
の
購
入
に
限
定

す
る
方
法
に
な
る
と
考
え
る
。

　

公
営
住
宅
法
で
は
、
国
及

び
地
方
公
共
団
体
が
協
力
し

て
健
康
で
文
化
的
な
生
活
を

営
む
に
足
り
る
住
宅
を
整
備

し
、
こ
れ
を
住
宅
に
困
窮
す

る
低
額
所
得
者
に
対
し
て
廉

価
な
家
賃
で
賃
貸
す
る
こ
と

で
、
国
民
生
活
の
安
定
と
社

会
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る

こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
柴
田

町
の
町
営
住
宅
管
理
条
例
に

お
い
て
も
こ
の
旨
規
定
し
て

い
る
。
現
在
、
町
が
管
理
し

て
い
る
町
営
住
宅
は　

戸
あ

504

る
が
安
全
、
施
設
管
理
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

 
 
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
点
検

・
調
査
は
定
期
的
に
行
っ
て

い
る
の
か
。

 
 
水
回
り
は
年
1
回
の
点

検
、
部
屋
回
り
な
ど
は
適
切

に
修
繕
を
行
っ
て
い
る
。
修

理
の
際
は
現
場
を
確
認
し
、

修
繕
費
な
ど
で
対
応
し
て
い

る
。

 
 
風
呂
釜
な
ど
安
全
基
準

に
満
た
な
い
と
こ
ろ
を
町
は

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

 
 
平
成　

年
に
ガ
ス
事
業

19

法
が
改
正
さ
れ
、
各
住
戸
の

調
査
を
行
い
、
状
況
説
明
と

安
全
な
設
備
へ
の
更
新
を
お

願
い
し
、
定
期
的
に
周
知
・

説
明
を
し
て
い
る

 
 
安
全
面
を
考
慮
し
た
器

具
を
設
置
す
る
場
合
、
高
額

な
個
人
負
担
が
か
か
る
こ
と

で
更
新
が
進
ん
で
い
な
い
。

公
的
助
成
が
必
要
で
は
。

 
 
一
部
の
み
新
た
な
公
的

助
成
を
す
る
こ
と
は
非
常
に

難
し
い
。
今
後
は
高
額
な
費

用
負
担
の
軽
減
を
図
る
必
要

が
あ
り
、
今
ま
で
以
上
に
も

低
廉
な
価
格
で
提
供
し
て
い

た
だ
け
な
い
か
な
ど
、
業
者

の
協
力
も
い
た
だ
き
な
が
ら

要
請
、
協
議
を
行
い
た
い
。
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大捕物の末、イノシシも御用

水戸義裕 議員
イノシシ被害の対策支援は電気柵設置費用に上限を設け半額補助の方向

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

自然を満喫しての里山ハイキング（鐙摺山コース）

安部俊三 議員
スポーツツーリズムでまちの活性化を観光戦略プラン研究会で検討

 
 
近
年
、
全
国
的
に
野
生

鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
へ
の
被

害
が
深
刻
化
し
て
い
る
。
本

町
で
も
槻
木
北
部
丘
陵
地
区

で
被
害
が
増
加
傾
向
に
あ
る
。

特
に
イ
ノ
シ
シ
の
被
害
が
多

い
。
葉
坂
地
区
で
は
個
人
的

に
防
護
策
と
し
て
音
や
光
物

で
対
処
し
た
が
、
効
果
が

あ
っ
た
の
は
初
め
だ
け
だ
っ

た
と
い
う
。
町
の
現
状
と
対

策
と
支
援
に
つ
い
て
伺
う
。

 
 
被
害
は
2
年
で　

㌃
、

23

　

万
円
。
イ
ノ
シ
シ
被
害
が

15増
え
、
出
没
の
都
度
箱
罠
を

仕
掛
け
対
応
し
た
。
柵
の
設

置
、
草
刈
り
の
徹
底
な
ど
を

呼
び
か
け
た
。
対
策
が
緊
急

課
題
で
あ
る
。

 
 
猟
友
会
も
全
国
的
に
高

齢
化
の
傾
向
と
い
う
が
、
駆

除
の
委
託
な
ど
、
現
状
は
。

 
 
平
均
年
齢　

歳
で
、
高

68

齢
化
し
て
い
る
。
登
録
者　
15

人
。
捕
獲
協
力
員
と
し
て
9

人
。
昨
年
は　

頭
捕
獲
し
た
。

86

 
 
捕
獲
時
に
罠
を
使
う
が
、

数
や
資
格
の
実
態
は
。

 
 
罠
は
、
イ
ノ
シ
シ
用
の

箱
罠
2
、
く
く
り
罠　

、
ク

10

マ
用
2
を
所
有
。
資
格
は
講

習
会
で
取
れ
る
。
受
講
料
の

支
援
を
検
討
す
る
。

 
 
防
止
計
画
策
定
、
電
気

柵
設
置
補
助
は
。

 
 
被
害
防
止
計
画
を
策
定

中
で
あ
る
。
策
定
す
る
と
国

の
補
助
が
受
け
ら
れ
る
。
効

果
的
な
電
気
柵
を
設
置
し
た

場
合
、
設
置
費
に
上
限
を
設

け
半
額
を
支
援
す
る
方
向
で

考
え
て
い
る
。

　

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と

は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
観

光
客
の
増
加
を
図
り
、
そ
の

地
域
の
経
済
活
性
化
を
目
指

す
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

 
 
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム

を
積
極
的
に
推
進
す
る
考
え

は
な
い
か
。

 
 
総
合
体
育
館
や
野
外
ス

ポ
ー
ツ
施
設
な
ど
、
受
け
入

れ
体
制
の
整
備
を
待
た
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
、
身
の
丈

に
合
っ
た
大
会
の
誘
致
に
努

め
る
。
旅
行
を
兼
ね
て
健
康

の
維
持
を
目
的
と
し
た
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
な
ど
に

力
を
入
れ
て
い
く
。

 
 
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム

を
含
め
た
町
観
光
基
本
計
画

を
策
定
す
る
考
え
は
な
い
か
。

 
 
今
後
の
柴
田
町
の
観
光

戦
略
を
検
討
す
る
た
め
、　
11

月
に
観
光
戦
略
プ
ラ
ン
研
究

会
を
立
ち
上
げ
た
。
ス
ポ
ー

ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
も

検
討
す
る
。

 
 
里
山
ハ
イ
キ
ン
グ
モ
デ

ル
コ
ー
ス
な
ど
を
生
か
し
て
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の

メ
ッ
カ
に
育
て
る
考
え
は
な

い
か
。

 
 
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
、

メ
ッ
カ
と
し
て
の
素
地
は
十

分
に
あ
る
。
今
後
、
メ
ッ
カ

と
し
て
集
客
力
を
高
め
る
に

は
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
コ
ー
ス

の
整
備
が
急
務
で
あ
る
。

 
 
（
仮
称
）
さ
く
ら
連
絡

橋
が
平
成　

年
度
に
完
成
す

26

る
予
定
で
あ
る
。
健
康
づ
く

り
に
結
び
つ
く
具
体
的
な
活

用
を
考
え
て
お
く
べ
き
で
は
。

 
 
全
国
に
情
報
発
信
し
、

歩
け
歩
け
大
会
や
花
め
ぐ
り

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
誘
致

や
実
施
を
検
討
し
て
い
る
。
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船迫小学校図書館

白内恵美子 議員
学校図書館司書の配置を平成25年度、学校図書館担当職員を2名配置する計画
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町の産業と将来を担う若い力

佐久間光洋 議員
若い人の雇用増加対策を関係機関と連携をとり就業支援をしていく

　

柴
田
町
の
子
ど
も
の
読
書

環
境
は
、
抜
本
的
改
革
が
進

ま
な
い
た
め
大
き
く
後
れ
を

と
っ
て
い
る
。
財
政
面
か
ら

考
え
る
で
は
な
く
、
読
書
環

境
改
善
の
た
め
最
大
の
努
力

を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

 
 
最
優
先
課
題
は
、
学
校

図
書
館
へ
の
司
書
の
配
置
で

あ
る
。
配
置
に
対
す
る
各
学

校
か
ら
の
意
見
や
要
望
は
。

 
 
学
校
司
書
を
配
置
し
た

槻
木
小
学
校
と
船
迫
小
学
校

か
ら
は
、
図
書
室
や
書
架
が

常
に
整
理
さ
れ
利
用
し
や
す

く
な
っ
た
、
い
つ
も
図
書
室

に
司
書
が
い
る
の
で
多
く
の

貸
出
・
返
却
が
で
き
る
、
夏

休
み
の
利
用
時
間
が
増
え
た

な
ど
の
声
が
あ
る
。
配
置
し

て
い
な
い
学
校
全
て
が
、
配

置
を
希
望
し
て
お
り
、
学
校

図
書
館
の
充
実
を
図
り
た
い

と
い
う
要
望
が
出
て
い
る
。

 
 
全
国
学
校
図
書
館
協
議

会
の
調
査
で
は
、
平
成　

年
23

度
の
司
書
配
置
率
の
全
国
平

均
は
小
学
校
で　

㌫
、
中
学

53

校
で　

㌫
と
な
っ
て
い
る
。

59

柴
田
町
の
配
置
率
は
。

 
 
平
成　

年
度
は
小
学
校

23

が
9
校
中
1
名
配
置
で　

㌫
、

17

中
学
校
は
配
置
0
で
0
㌫
。

 
 
充
実
し
た
図
書
館
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
子
ど
も

と
、
受
け
ら
れ
な
い
子
ど
も

が
い
る
。
こ
れ
は
大
き
な
教

育
格
差
な
の
で
は
。

 
 
学
校
で
は
朝
読
書
の
指

導
や
、
家
庭
へ
の
啓
蒙
啓
発

も
行
い
、
読
書
推
進
計
画
を

立
て
、
子
ど
も
た
ち
の
読
書

意
欲
を
高
め
よ
う
と
努
力
し

て
い
る
。
平
成　

年
度
は
、

25

学
校
図
書
館
担
当
職
員
を
2

名
配
置
す
る
計
画
で
あ
る
。

　

最
新
の
国
勢
調
査
に
よ
る

失
業
率
は
、
宮
城
県
の
平
均

で　

㌫
、
柴
田
町
は　

㌫
と

7．8

9．5

県
内
で
は
3
番
目
に
高
い
数

値
と
な
っ
て
い
る
。
年
齢
別

の
デ
ー
タ
で
は
、　

歳
以
下

30

の
若
年
層
と　

歳
以
上
の
高

60

齢
者
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

若
年
層
の
失
業
者
が
多
い
の

は
、
大
き
な
損
失
で
あ
る
。

 
 
こ
の
状
況
を
ど
の
よ
う

に
受
け
と
め
る
か
。

 
 
平
成　

年
の
柴
田
町
の

22

失
業
率
が
県
内
で
も
上
位
な

の
は
、
調
査
時
点
で
の
瞬
間

的
な
も
の
と
考
え
る
。
若
年

層
の
失
業
率
が
高
い
の
は
、

年
齢
構
成
が
大
学
な
ど
も
あ

り
比
較
的
若
い
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
。

 
 
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

は
。

 
 
雇
用
対
策
と
し
て
、
国

の
緊
急
経
済
対
策
を
活
用
し
、

平
成　

年
度
か
ら
ふ
る
さ
と

21

雇
用
再
生
特
別
基
金
事
業
、

緊
急
雇
用
創
出
事
業
、
平
成

　

年
度
か
ら
は
さ
ら
に
重
点

22分
野
雇
用
創
造
事
業
を
加
え

取
り
組
ん
で
き
た
。 

 
 
今
後
の
対
応
は
。

 
 
町
で
は
今
後
も
国
の
緊

急
経
済
対
策
を
活
用
し
な
が

ら
雇
用
創
出
事
業
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
柴
田
町
企
業

立
地
優
遇
制
度
を
活
用
し
た

企
業
誘
致
に
よ
る
雇
用
創
出

に
努
め
て
い
く
。

 
 
平
成　

年
は
、
柴
田
町

17

の
失
業
率
は
何
番
目
か
。

 
 
平
成　

年
は
2
位
、　

17

22

年
は
3
位
と
高
い
比
率
と

な
っ
て
い
る
。

 
 
町
独
自
で
の
対
策
は
考

え
て
な
い
か
。

 
 
関
係
機
関
と
連
携
を
と

り
就
業
支
援
を
し
て
い
く
。
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水路のしゅんせつが待たれる

星　吉郎 議員
地域の格差是正を社会資本整備計画を立案して、具体的な事業展開を図る
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好評だった柚子フェア

佐々木守 議員
観光客誘致でまちの活性化を社会資本整備計画の中で進めている 　

地
域
の
活
性
化
に
は
観
光

事
業
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で

あ
る
。

 
 
観
光
客
誘
致
に
は
、
長

い
時
間
と
地
道
な
地
元
の

人
々
の
理
解
が
必
要
で
あ
る
。

常
に
短
期
と
長
期
の
計
画
が

求
め
ら
れ
る
が
、
計
画
は
。

 
 
花
咲
山
基
本
構
想
や
太

陽
の
村
再
生
化
に
つ
い
て
は
、

社
会
資
本
総
合
整
備
計
画
の

中
で
具
体
的
に
進
め
ら
れ
て

い
る
。

　

長
期
的
に
は
、
商
工
会
や

住
民
が
一
緒
に
な
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
展
開
す

る
。
交
流
人
口
を
増
や
し
、

特
産
品
の
開
発
や
お
も
て
な

し
の
心
の
育
成
、
旅
行
会
社

や
Ｊ
Ｒ
と
の
連
携
を
通
じ
た

情
報
の
発
信
力
を
高
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、

柴
田
町
観
光
戦
略
プ
ラ
ン
研

究
会
を
立
ち
上
げ
た
。　

 
 
観
光
客
誘
致
に
は
、
新

た
な
イ
ベ
ン
ト
も
必
要
で
は
。

 
 
イ
ベ
ン
ト
の
具
体
的
内

容
は
、
旅
行
業
者
等
と
の
連

携
で
観
光
戦
術
を
立
て
て
い

く
。
ま
た
、（
仮
称
）
さ
く
ら

連
絡
橋
完
成
後
の
リ
ピ
ー

タ
ー
の
確
保
、
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
や
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ

ム
、
花
め
ぐ
り
ツ
ア
ー
の
企

画
等
で
、
平
成　

年
3
月
に

25

報
告
書
の
取
り
ま
と
め
を
行

う
。　　

 
 
太
陽
の
村
で
開
催
し
た

第
1
回
柚
子
フ
ェ
ア
の
成
果

は
。　　

 
 
食
生
活
改
善
推
進
員
や

女
性
地
場
産
振
興
会
の
皆
さ

ん
の
柚
子
料
理
展
示
会
で
は
、

レ
シ
ピ
や
試
食
が
あ
り
、
大

人
気
だ
っ
た
。
今
後
は
柚
子

の
新
商
品
を
販
売
で
き
る
よ

う
取
り
組
む
。

　

船
岡
新
栄
通
線
が
完
成
し
、

そ
の
先
の
阿
武
隈
急
行
東
船

岡
駅
ま
で
延
長
す
る
計
画
が

あ
る
一
方
、
柴
田
町
北
部
地

域
で
は
狭
あ
い
道
路
が
依
然

と
し
て
あ
り
、
柴
田
町
で
あ

り
な
が
ら
地
域
格
差
が
出
て

き
て
い
る
。
そ
こ
で
伺
う
。

 
 
槻
木
地
区
の
冠
水
対
策

は
、
い
つ
ま
で
の
期
間
で
実

施
す
る
の
か
。

 
 
排
水
対
策
調
査
設
計
委

託
業
務
を
平
成　

年
度
に
実

23

施
し
た
の
で
、
計
画
的
に
整

備
す
る
。

 
 
町
道
槻
木　

号
線
の
完

172

成
に
伴
っ
て
、
歩
道
の
修
復

は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

ま
た
県
道
槻
木
停
車
場
線
、

丸
森
柴
田
線
の
復
興
は
ど
の

よ
う
に
な
る
の
か
。

 
 
今
後
は
側
溝
と
あ
わ
せ

て
歩
道
整
備
を
目
指
し
て
進

め
る
。
県
道
に
つ
い
て
は
、

マ
ン
ホ
ー
ル
周
辺
の
段
差
、

舗
装
亀
裂
等
が
多
く
発
生
。

振
動
騒
音
が
激
し
い
こ
と
か

ら
、
管
理
者
で
あ
る
県
に
早

急
な
修
繕
を
要
望
し
て
い
く
。

 
 
町
道
葉
坂　

号
線
、
入

11

間
田　

号
線
の
拡
幅
計
画
は
。

20

 
 
町
道
富
沢　

号
線
の
工

16

事
進
捗
状
況
を
見
な
が
ら
進

め
て
い
く
。

 
 
白
坂
堀
か
ら
上
川
名
堀

ま
で
の
し
ゅ
ん
せ
つ
は
、
ど

の
よ
う
に
実
施
す
る
の
か
。

 
 
堀
に
堆
積
し
た
土
砂
が

水
の
流
れ
を
妨
げ
、
大
雨
時

に
越
水
す
る
原
因
に
な
っ
て

い
る
。
土
砂
の
捨
場
を
確
保

し
て
、
計
画
的
に
し
ゅ
ん
せ

つ
を
進
め
て
い
く
。
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町内に立地する企業の動向も気になる

広沢　真 議員
雇用の実情と産業振興策は企業のリストラなどの動きはない

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

元気にジャンプ

有賀光子 議員
地方版子ども・子育て会議の設置を平成25年度に設置するよう準備する

　

大
手
の
電
機
・
情
報
産
業

で
の
リ
ス
ト
ラ
が
相
次
い
で

い
る
。　

万
人
に
及
ぶ
と
の

13

報
道
が
さ
れ
て
い
る
が
、
町

内
誘
致
企
業
の
中
で
の
リ
ス

ト
ラ
の
動
き
が
懸
念
さ
れ
る
。

 
 
リ
コ
ー
グ
ル
ー
プ
で
1

万
2
千
人
の
リ
ス
ト
ラ
が
打

ち
出
さ
れ
て
い
る
が
、
東
北

リ
コ
ー
で
の
リ
ス
ト
ラ
の
動

き
は
な
い
の
か
。

 
 
今
の
と
こ
ろ
東
北
リ

コ
ー
で
の
リ
ス
ト
ラ
の
動
き

は
つ
か
ん
で
い
な
い
。

 
 
東
北
リ
コ
ー
の
従
業
員

は
地
元
の
人
が
多
く
、
柴
田

町
と
近
隣
市
町
に
住
ん
で
い

る
人
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

大
規
模
リ
ス
ト
ラ
が
行
わ
れ

れ
ば
、
地
域
の
重
大
な
雇
用

問
題
に
な
る
が
、
町
と
し
て

情
報
を
集
め
て
い
る
の
か
。

 
 
報
道
さ
れ
て
い
る
よ
う

な
乱
暴
な
リ
ス
ト
ラ
が
行
わ

れ
れ
ば
問
題
だ
が
、
東
北
リ

コ
ー
の
役
員
が
役
場
に
来
て

懇
談
し
た
際
に
、
リ
ス
ト
ラ

は
し
な
い
と
語
っ
て
い
た
。

今
後
も
情
報
収
集
に
努
め
る
。

 
 
町
内
企
業
の
経
営
状
況

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

 
 
町
税
の
納
入
状
況
を
見

る
と
、
建
設
業
を
中
心
に
好

調
が
続
い
て
い
る
と
み
て
い

る
。
震
災
バ
ブ
ル
と
い
え
る

か
も
し
れ
な
い
。

 
 
町
内
企
業
や
小
売
店
な

ど
を
対
象
に
新
た
な
振
興
策

は
。
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度

や
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行

な
ど
の
施
策
を
行
う
考
え
は
。

 
 
現
在
の
状
況
が
2
年
続

く
か
、
5
年
続
く
は
未
知
数

だ
。
下
降
す
る
兆
候
が
見
え

て
き
た
時
点
で
対
策
は
考
え

た
い
。

　

社
会
保
障
と
税
の
一
体
改

革
の
一
環
と
し
て
、
子
育
て

環
境
の
充
実
を
図
る
子
ど

も
・
子
育
て
関
連
3
法
、
認

定
子
ど
も
園
法
の
一
部
改
正

法
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

法
、
関
係
整
備
法
が
成
立
し

た
。

 
 
努
力
義
務
と
し
て
設
置

が
定
め
ら
れ
て
い
る
地
方
版

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
を
設

置
す
る
考
え
は
。

 
 
自
治
体
に
お
け
る
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
施
策
を
、

地
域
の
子
ど
も
及
び
子
育
て

家
庭
の
実
情
を
踏
ま
え
て
実

施
す
る
こ
と
を
担
保
す
る
う

え
で
、
重
要
な
役
割
を
果
た

す
も
の
で
あ
る
。
平
成　

年
25

度
に
設
置
す
る
よ
う
準
備
す

る
。

 
 
子
育
て
支
援
に
関
す
る

ニ
ー
ズ
の
把
握
と
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
計
画
へ
の

取
り
組
み
は
。

 
 
平
成　

年
4
月
に
設
置

25

さ
れ
る
国
の
子
ど
も
・
子
育

て
会
議
で
決
定
さ
れ
る
基
本

指
針
に
即
し
て
策
定
す
る
。

事
業
計
画
は
、　

年
9
月
ご

26

ろ
ま
で
確
定
す
る
。

 
 
認
可
保
育
所
の
待
機
児

童
の
実
態
は
。

 
 
待
機
児
童
は
、
平
成　
24

年　

月
時
点
に
お
い
て　

人
、

11

43

そ
の
中
で
も
3
歳
未
満
児
が

　

人
と
約　

㌫
を
占
め
て
い

34

80

る
。
今
後
少
子
化
の
進
行
に

伴
い
、
児
童
数
が
減
少
し
て

い
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。

 
 
幼
保
連
携
型
の
認
定
子

ど
も
園
を
設
置
す
る
考
え
は
。

 
 
施
設
型
給
付
な
ど
制
度

の
内
容
に
つ
い
て
国
の
動
向

を
見
守
り
、
認
定
子
ど
も
園

へ
の
移
行
に
向
け
検
討
を

行
っ
て
い
く
。
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掲載した質問のほかに、次の項目がありました。舟山　彰　議員
    北海道岩見沢市では学校給食で冬に食中毒が

発生し対策を強化した。柴田町はいかに。
    学校給食衛生管理基準を踏まえたマニュアル

で、安心な給食の提供に努めている。
    町文化協会への補助は10万円に減額されたが、

町の支援体制は今のままでよいのか。
    事務局として町が協会の実務を行っており、

補助も交付要綱に基づいている。大坂三男　議員
    災害被害に対し、国などの公的支援制度の対

象外の被災者には、町独自で支援すべきでは。
    平成25年度から水害や火災による全壊、半壊、

床上浸水等を対象に、見舞金制度を創設する。
    保育所待機児童対策と、児童館廃止により、そ

の児童を受入れる私立幼稚園の支援は。
    3歳未満児の待機が多いので、保育ママ等の家
庭的保育を充実する。私立幼稚園支援は行う。平間奈緒美　議員

    学校周辺の環境整備は進んでいるのか。現在
の進捗状況を伺う。

    槻木中学校東側樹木の剪定は、仮設駐車場の
撤去整備工程に合わせて、本年度に伐採する。

白内恵美子　議員
    町所有の食品の放射能測定器の検出下限値が

下がっているが、知らない方が多いのでは。
    9月から大幅に下げられた。ほとんどの食材

が下限値以下であり安心できる値だと思う。
    高齢者が安心して利用できるよう、地区集会

所のトイレを水洗・洋式に改修すべきでは。
    順次簡易水洗方式・洋式に切り替える。改修は

行政区と相談し3年で終了したい。
    自然の宝庫である舘山を次世代にどのように

継承するのか、時間をかけて議論すべき。
    役場の全ての部局と住民が良い知恵を出し合

い、桜の維持管理を行っていく必要がある。佐久間光洋　議員
    Ｊアラートは機能しているか。
    防災拠点でもある体育館整備は平成30年の予

定、それと同時並行で進める。佐々木　守　議員
    地域計画策定の進捗状況は。
    地域計画の素案がまとまった地域や、これか

らというところも、今年度中にまとめたい。

「樅の木は残った」で全国にPRを

佐々木裕子 議員
城址公園やその周辺の整備は行われたのかさくら連絡橋の開通前まで順次整備をしたい

　

平
成　

年
6
月
定
例
会
に

24

お
い
て
、
観
光
客
や
町
民
の

方
か
ら
指
摘
の
あ
っ
た
「
城

址
公
園
や
そ
の
周
辺
が
暗

い
」
の
問
い
に
、「
夜
、
実
際

歩
い
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
」
の
答
弁
が
あ
り
、
後
日
、

職
員
と
夜
道
を
歩
き
、
城
址

公
園
や
そ
の
周
辺
を
見
て
回

り
、
問
題
点
を
掌
握
し
た
。

 
 
問
題
点
改
善
は
行
わ
れ

た
の
か
。

 
 
電
球
切
れ
や
古
い
部
分

は
修
理
を
行
い
、
枝
に
隠
れ

暗
い
所
は
伐
採
し
対
応
し
た
。

庁
舎
か
ら
公
園
ま
で
の
右
側

の
電
灯
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
交
換
し

て
い
く
。
左
側
は
足
元
に
灯

籠（
フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
）を
、（
仮

称
）
さ
く
ら
連
絡
橋
の
開
通

前
ま
で
順
次
整
備
を
し
た
い
。

 
 
山
頂
途
中
の
花
畑
付
近

や
東
側
の
駐
車
場
に
向
け
て
、

登
り
口
に
街
灯
の
設
置
を
。

 
 
連
絡
橋
ま
で
支
柱
を
建

て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
。

　
「
凍
上
災
害
」で
ぼ
ろ
ぼ
ろ

の
Ｌ
型
側
溝
も
平
成　

年
4

25

月
ま
で
に
、
安
心
し
て
歩
け

る
よ
う
修
繕
を
考
え
て
い
る
。

 
 
公
園
へ
の
大
型
バ
ス
の

乗
り
入
れ
の
考
え
は
。

 
 
観
光
業
者
か
ら
の
要
望

も
あ
り
、
上
げ
る
よ
う
に
し

た
い
。
障
が
い
者
に
つ
い
て

も
上
げ
る
よ
う
に
す
る
。

 
 
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行

は
。

 
 
従
来
ど
お
り
運
行
す
る
。

 
 
杉
良
太
郎
さ
ん
主
演
の

「
樅
ノ
木
は
残
っ
た
」の
舞
台

化
で
、
柴
田
町
Ｐ
Ｒ
の
考
え

は
。

 
 
公
演
期
間
中
、
会
場
に

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
置
い

て
い
た
だ
き
、
桜
ま
つ
り
の

Ｐ
Ｒ
と
誘
客
を
図
り
た
い
。
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■ 調査日　平成　年　月　日241022■ 調査事項⑴　町内自主防災組織における防災倉
庫内の防災用備品配備状況について

⑵　デマンド型乗合タクシーの利用状
況と予約センターの運営について

⑶　町営墓地の管理状況について
デマンドタクシーの利用増のための周知を《

総
務
課
》

　

防
災
用
備
品
の
配
備
は
各
自
主
防
災
組
織
ご

と
の
独
自
性
を
発
揮
し
た
特
色
が
あ
る
一
方
で

格
差
も
み
ら
れ
た
。

　

配
備
を
進
め
る
主
体
は
各
自
主
防
災
組
織
だ

が
、
自
主
防
災
組
織
ご
と
の
配
備
状
況
に
つ
い

て
は
、
行
政
も
把
握
し
情
報
提
供
や
指
導
を
行

う
こ
と
。

《
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
》

　

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
事
業
は
開
始
さ
れ
た

ば
か
り
で
あ
り
、
利
用
者
の
増
加
の
た
め
に
は
、

さ
ら
な
る
周
知
が
必
要
で
あ
る
。
機
会
あ
る
ご

と
に
継
続
的
な
周
知
を
行
う
こ
と
。

　

利
用
し
や
す
く
、
効
率
的
な
運
行
に
つ
と
め

る
こ
と
。

常任委員会リポート

■ 調査日　平成　年　月　日・　日24101011
■ 調査事項⑴　町内における障がい者、高齢者の

福祉施設運営の現状等について⑵　母子生活支援施設山下荘運営状況
について⑶　（仮称）子ども総合センター整備計

画について⑷　教育委員会の事務に関する点検と
評価報告について現場の意見を反映した子ども総合センターを《

子
ど
も
家
庭
課
》

○
予
定
さ
れ
る（
仮
称
）子
ど
も
総
合
セ
ン
タ
ー

整
備
の
基
本
設
計
・
実
施
設
計
に
保
育
士
や

現
場
意
見
が
反
映
さ
れ
る
よ
う
に
心
が
け
る

こ
と
。

　

整
備
期
間
中
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
利

用
者
に
配
慮
し
て
設
置
す
る
こ
と
。

○
母
子
生
活
支
援
施
設
の
重
要
性
は
変
わ
ら
な

い
が
、
今
後
、
施
設
の
老
朽
化
な
ど
町
単
独

で
運
営
し
て
い
く
の
が
困
難
に
な
っ
て
い
く

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
周
辺
自
治
体
や
、
県

と
も
協
議
し
て
運
営
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て

検
討
す
る
こ
と
。

■ 調査日　平成　年9月　日・　日242425
■ 調査事項⑴　花き（鉢花）生産の現状について

⑵　平成　年度水稲の作柄概況につい24
て⑶　北船岡町営住宅2号棟建設工事の

進捗状況について⑷　震災後の災害復旧状況について
⑸　水道事業料金徴収等管理業務につ

いて⑹　宮城県阿武隈川下流流域下水道・
県南浄化センターについて（行政視

察）広く町民の意見を募り、町独自の
地域特産品の開発をすること

《
農
政
課
》

○
花
き
生
産
強
化
・
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
の
た
め

の
補
助
金
が
本
年
度
で
終
了
と
な
る
が
、
こ

れ
ま
で
の
補
助
事
業
を
検
証
し
、
今
後
の
補

助
継
続
の
必
要
性
に
つ
い
て
も
検
証
す
る
こ

と
。
さ
ら
に
町
内
で
の
需
要
掘
り
起
こ
し
に

つ
い
て
も
検
討
す
る
こ
と
。

○
集
落
営
農
は
、
担
い
手
の
育
成
、
確
保
だ
け

で
は
な
く
、
地
域
住
民
の
相
互
理
解
や
連
帯

感
の
強
化
、
集
落
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

に
つ
な
げ
る
観
点
も
考
慮
す
る
こ
と
。
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 渡   辺   悦   子 さんわた なべ えつ こ（中名生字熊野在住）

　

年
４
回
発
行
の
議
会

だ
よ
り
も
次
号
で　

号
140

に
な
り
ま
す
。
で
す
が
、

そ
の
一
号
前
、
今
の
メ

ン
バ
ー
で
の
議
会
広
報

常
任
委
員
会
は
任
期
満

了
。
町
議
会
改
選
後
の

新
し
い
議
会
広
報
常
任

員
会
に
引
き
継
ぎ
ま
す
。

　

今
期
の
議
会
広
報
常

任
員
会
は
平
成　

年
の

21

5
月
1
日
発
行
、
第　
124

号
が
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
お
手
元
に　

号
が
あ
れ
ば

124

ぜ
ひ
比
較
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
よ
り
読
み
や
す
く
、

見
や
す
く
な
っ
た
で
し
ょ
う
か
？　

写
真
、
文
章
は

ど
う
で
し
ょ
う
？

　

4
年
間
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
、
町
民
の
み
な

さ
ん
に
「
読
ん
で
も
ら
え
る
。
手
に
取
っ
て
も
ら
え

る
。」そ
ん
な
議
会
だ
よ
り
を
め
ざ
し
て
編
集
し
て
き

ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
改
善
の
余
地
が
あ
り
、
も
っ
と
も
っ
と

多
く
の
み
な
さ
ん
に
手
に
取
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
こ

れ
か
ら
も
研
鑽
を
積
ん
で
い
き
ま
す
。

　

最
後
の
ペ
ー
ジ
の
編
集
後
記
ま
で
読
ん
で
い
た
だ

い
た
こ
と
が
何
よ
り
の
ご
褒
美
で
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
と
も
し
ば
た
議
会
だ
よ
り
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

議
会
広
報
常
任
委
員
長　

広
沢　
　

真　

●柴田町に住んで良かった点は

　何といっても国道4号線、東

北本線、阿武隈急行と交通の便

が良いので、仕事や生活に便利

なことです。のどかな田園風景

や公園など、自然の美しさが

残っていてきれいな町なので、

縁あってこの土地に来ることが

できて嬉しいです。
●柴田町の好きな風景、場所は

　季節を問わず船岡城址公園か

ら見る柴田町の景色が好きです。

町内には子どもたちの遊べる公

園がいくつもあって、孫たちも

喜んでいます。
●町に何を望みますか

　各地域で昔から受け継がれた

行事や、新しいイベント、各季節 のお祭りなどが大事にされてい

るようなので、次世代の子ども

たちへと受け継がれていくこと

を楽しみにしています。
●議会だよりを読んでいますか

　興味深い内容がたくさんある

ので、毎回しっかり読んでいま

す。●議会、議員に望むことは

　女性議員が多いので、女性目

線でのまちづくりや、少子化の

時代だからこそ妊婦さんや子ど

もの医療費のこと、障がいのあ

る子どもの学校以外の施設の充

実、公園施設の整備など、子ども

が増えていくような、子どもを

この町で育てたいと思う環境づ

くりを望みます。
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